
 WIPO GREENのデータベースには3000件以上の環境関連技術が登録されており、誰でもデータベースから提
供技術の基礎的情報を閲覧できます。さらに、WIPO GREENのアカウントに無料で登録した登録ユーザは、提
供技術の詳細情報の閲覧、および技術またはニーズの登録が可能となります。 
 つまり、大企業のように国際的なマーケティングを行う資源を有していない場合でも、WIPO GREENのデータ
ベースに技術を登録することで、世界中に自身の研究内容を見てもらえる可能性があります。さらに、世界的
な中立機関であるWIPOが運営する、環境技術オンラインプラットフォームに技術を掲載することで、国際的な
イメージアップが見込まれます。 

大学等の研究機関による 
WIPO GREENの活用 

■研究機関によるWIPO GREENの活用

－ WIPO GREENと大学等の研究機関との関係－ 

 2020年12月24日 

特許業務法人HARAKENZO 
 WORLD PATENT & TRADEMARK 

www.harakenzo.com/jpn/bio/ 

06-6351-4384（代表) ☎ 

Click ! 

 2020年11月に、東海国立大学機構（岐阜大学・名古屋大学）が、日本から国立大学法人として初めて「WIPO 
GREEN」へのパートナーとしての参加を表明しました。WIPO GREENは、持続可能な開発目標（SDGｓ）達成に向
け、環境にやさしいテクノロジーのイノベーションおよび普及を促進するためのオンラインプラットフォームです。
WIPO GREENでは、技術を提供する側と求める側の双方に対して出会いの場を提供しており、大学等の研究機
関によるWIPO GREENへの技術登録は有用であると考えます。 

－SDGs，ESGの観点から－ 
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